
表 57　2015年末わが国の慢性透析療法の現況（医療機関別）厚生連
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かっこ内は列方向の合計に対する％です。

かっこ内は列方向の合計に対する％です。

（C)Japanese Society for Dialysis Therapy
2015年調査

2015年PDで新規に透析導入した患者数 152
2015年　新規導入患者総数 2143

最長透析歴（患者調査表より）
2015年　透析患者死亡数 1081 最長透析歴 44年6ヶ月

0 7.32

2015年HD(F)等で新規に透析導入した患者数 1991

2015年末透析患者のうち、夜間透析患者数 685 標準偏差 6.87 7.97 7.32
平均 6.41 7.93 6.96 0 6.96
総計 5,779 3,222 9,001 0 9,001

記載なし 0 0 0 0 0

0 9,000
不明 1 0 1 0 1

　2015年末透析患者総数 9,431 合計 5,778 3,222 9,000

腹膜
透析
等

 腹膜透析（PD） 456 20 476

54
 上記以外の併用 6 0 6 40年～ 6 8 14 0 14

 週3回のHD(F)等との併用 2 0 2 35年～ 28 26 54 0

83 165 0 165
 週2回のHD(F)等との併用 12 3 15 30年～ 50

 週1回のHD(F)等との併用 100 0 100 25年～ 82
47 97 0 97

20年～ 166 146 312 0 312
326 271 597 0 597

0 2,196
血液吸着透析 39 0 39 10年～ 710 434 1,144 0 1,144

0 2,150
血液透析濾過（HDF) 1,173 33 1,206 2年～ 1,529 742 2,271 0 2,271血液

透析
等

血液透析（HD） 6,798 784 7,582 2年未満 1,467 683 2,150

血液濾過（HF） 0 0 0 5年～ 1,414 782 2,196

在宅血液透析 5 0 5 15年～

2,966

透析患者数（施設調査票より） 透析歴別人数（患者調査票より）
治療方法 通院 入院 合計 透析歴 男性 女性 合計 記載なし 総計

最大収容 11,572 合計 392 1,278 799 195 154 148

1,777
同時透析 3,669 兼務 248 108 462 192 149 30 1,189
ベッドサイドコンソール台数 3,713 専従 144 1,170 337 3 5 118

透析施設の現況（施設調査票より） 透析従事者数（施設調査票より）
施設数 122 医師 看護師 臨床工学士 栄養士 ケースワーカー その他 合計


